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擬三角格子系 Ba2Ti13O22 の新奇基底状態 
 

1.序論 

Ba2Ti13O22 はこれまでに多結晶が作製され、帯

磁率、抵抗率についての報告がなされている [1] 。

その結晶構造は、図 1 に示すように三角格子を基

本とする。同じ結晶構造をとる Ba2V13O22 は、V

原子が d 電子を 2 個持ち三量体を形成することが

知られている [2] 。一方、Ti は d 電子を 1 個しか

持たないことから新しい物性を示すことが期待さ

れる。Ba2Ti13O22 のより詳細な物性の解明には単

結晶が不可欠であるが、未だ報告がない。本研究

では単結晶を作製し物性を測定した。 

 

2.実験方法 

BaTiO3、TiO2、Ti を化学量論比で混合し、仮焼

きをせず Floating Zoon 法を用いて Ba2Ti13O22の

単結晶を作製した。作製した試料の軸方向は背面

ラウエ法を用いて決定した。各軸に対し抵抗率、

帯磁率、ホール係数、反射率を測定した。 

 

3.実験結果 

 図 2 に帯磁率測定の結果を示す。χa、χbに比べ χc

が低いことが分かる。Tc=205K 以上では χ はほとん

ど温度に依存しないが、Tc 以下で温度とともに減

少する振る舞いに変わる。さらに 60K 付近で χa、χb

に異常がみられた。60K では何らか磁気的なの秩

序が形成されていると考えられる。 

図 3 に抵抗率測定の結果を示す。ρa、ρb ともに

Tc付近で異常がある。特にρaでは高温側のdρ/dT>0

から低温側では dρ/dT<0 となる。ρbにも Tc で異常

はあるが、dρ/dT は転移前後で変らず負のままであ

る。この Tc での異常は帯磁率の異常に対応してお

り、抵抗率、帯磁率の変化を伴う何らかの秩序形

成を示唆していると。こうした振る舞いは電荷密

度波相転移後の NbSe3 の振る舞いと類似してお

り、一つの可能性として電荷密度波を形成してい

ることが考えられる。 

ホール係数は温度によって符号が逆転し、5K で

は Ti1 個当たりの電子数が約 0.1 個となった。これ

は 2 種類のキャリアが伝導に寄与していることを

示唆する。 
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図 1  Ba2Ti13O22の結晶構造 
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図 2  Ba2Ti13O22の帯磁率 
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図 3  Ba2Ti13O22の抵抗率 
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